
令和５年７月の
豪雨災害と浸水対策について
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・令和５年７月豪雨の概要

・浸水被害状況

・流域治水とは

・流域治水の主な施策

・下流圏域分科会の設立

・流域治水における下水道関連施策
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令和５年７月豪雨の概要

3

• 梅雨前線が東北北部に停滞し、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだため、秋田市
では14日から16日にかけて記録的な大雨となった。

• 秋田・仁別・岩見三内の雨量観測所で、48時間降水量、72時間降水量及び日降水量が観測史
上１位を記録したほか、７月の平年値も上回る降水量を記録した。

◆令和５年７月15日の天気図と気象衛星画像
※気象庁ＨＰより

【梅雨前線が東北北部に長期間停滞した】

◆令和５年７月14日00時～16日24時までの
72時間アメダス雨量と解析雨量（累積）

※気象庁ＨＰより

秋田 253.0mm

（観測史上1位）
※７月の平年値197.0mm

仁別 415.5mm

（観測史上1位）
※７月の平年値295.5mm

岩見三内 313.0mm

（観測史上1位）
※７月の平年値258.1mm
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令和５年７月豪雨の概要

◆ 極値更新状況（通年の１位を更新）◆
※気象庁ＨＰより

６時間降水量の最大値(mm)】

【12時間降水量の最大値(mm)】

【24時間降水量の最大値(mm)】

【48時間降水量の最大値(mm)】

【日降水量(mm)】

4

◆令和５年７月14日00時～16日24時までの
72時間アメダス雨量と解析雨量（グラフ）

※気象庁ＨＰより

※今回の大雨は、時間雨量は最大20～30mm
程度だが、長時間に渡り降雨が続いた。

○秋田市下水道事業における計画降雨
旧八橋処理区の合流地区 10年確率 51.2mm/h
これ以外の地区 ５年確率 43.0mm/h

○秋田市の雨水管整備率
3772.1ha ／ 7442.0ha ＝ 51.0％（R5.3.31現在）

降雨状況

観測点名 観測値 日時分(まで) これまでの１位(観測年月日) 統計開始年

仁別 148.5 15日09時50分 125.0（1987年08月17日） 1985年

観測点名 観測値 日時分(まで) これまでの１位(観測年月日) 統計開始年

仁別 243.0 15日15時30分 158.0（2006年07月03日） 1985年

観測点名 観測値 日時分(まで) これまでの１位(観測年月日) 統計開始年

秋田 188.5 16日00時20分 156.5（2018年05月18日） 1976年

仁別 332.5 16日02時10分 221.0（2006年07月03日） 1985年

観測点名 観測値 日時分(まで) これまでの１位(観測年月日) 統計開始年

秋田 252.5 16日14時30分 198.0（2018年05月18日） 1976年

岩見三内 313.0 16日14時40分 244.0（1987年08月18日） 1976年

仁別 415.5 16日14時50分 261.0（2006年07月04日） 1985年

観測点名 観測値 観測日 これまでの１位(観測年月日) 統計開始年

秋田 188.5 15日 186.8（1937年08月31日） 1882年

岩見三内 234.0 15日 169.0（1995年08月05日） 1976年

仁別 330.5 15日 221.0（2007年09月17日） 1976年

20㎜/h
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［国土交通省資料参照］ 5

令和５年７月豪雨の概要

• 日本海に近い秋田市周辺に位置する仁別雨量観測所では、降り始めからの総降水量、降雨継
続時間、１時間降雨、24時間降雨ともに、平成29年７月洪水よりも大きかった。

• 雄物川上流域（雄和（秋田市）、大曲（大山市）、湯沢（湯沢市）観測所）においては、降雨継続時
間は長かったものの、総降水量は平成29年７月出水よりも少なかった。
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浸水被害状況

6

• 今回の大雨では、河川水位が堤防を越える外水氾濫と、河川水位の上昇などに伴う内水氾濫
が複合して発生したと推測され、秋田駅東西の市街地などにおいて、家屋等の浸水被害が広
範囲に及んだ。

内水氾濫と外水氾濫 ※気象庁ＨＰより

７月豪雨災害における「外水・内水」の影響度(地区別に想定)

・ＪＲ秋田駅の東側～太平川右岸を中心とした
広面・東通・横森地区
→ 太平川からの越水による外水氾濫の影響が大

・ＪＲ秋田駅の西側～旭川を中心とした
中通・南通・楢山地区ほか
→ 旭川の水位上昇による内水氾濫の影響が大

・本市南部の仁井田・大住地区
→ 雄物川や猿田川の水位上昇による内水氾濫の影響が大

令和５年７月豪雨浸水被害箇所
(シミュレーションより推定)
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浸水被害状況

7

浸水面積 約５３０ｈａ
床上浸水 ４，６７６戸
床下浸水 ３，１３０戸

(R6.1.10時点)
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【参考】浸水被害状況(R5.9.19)

8

令和５年９月19日の短時間豪雨による被害状況(秋田市八橋田五郎地内)

(秋田地方気象台秋田観測所データより)

・総降水量→91.5㎜/h
・１時間最大降水量→61.5㎜/h
・10分間最大降水量→20.5㎜
※秋田市下水道事業における計画降雨
当該地区→43.0㎜/h(５年確率)

７月豪雨浸水被害箇所
(再掲) 秋田魁新聞より

当課パトロール撮影秋田魁新聞より

草生津川からの越水無
→氾濫型の内水氾濫
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流域治水とは

• 「流域治水」とは、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関
係者が協働して流域全体で行う治水対策

• 河川の集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域と捉え、地域の特性に応じ、
①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、③被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進めるもの

※国土交通省ＨＰより
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(雄物川圏域流域治水協議会)下流圏域分科会の設立

新規設立
雄物川圏域流域治水協議会
　(R2.9設立)
　対象水系　雄物川水系
　　　　　　　　 馬場目川水系
　参加自治体
　　圏域内15市町村、県、国

作業部会
(雄物川水系)

作業部会
(馬場目川水系)

作業部会(雄物川水系下流域)
　（部会員19名）
　　秋田市　防災安全対策課長、道路建設課長、下水道整備課長
　　国 ・ 県　関係課所室長

作業部会(馬場目川水系)

下流圏域分科会(R5.8設立)　対象水系：雄物川水系下流域、馬場目川水系
　(分科会委員17名)
　　市町村　秋田市長、男鹿市長、潟上市長、三種町長、五城目町長、
　　　　　　　　八郎潟町長、井川町長、大潟村長
　　秋田県　総務部危機管理監、農林水産部長、建設部長
　　国関連　国土交通省秋田河川国道事務所長、農林水産省西奥羽土地改良調査
　　　　　　　　管理事務所長､林野庁秋田森林管理署長、米代西部森林管理署長、
　　　　　　　　気象庁秋田地方気象台長、
　　　　　　　　森林研究・整備機構森林整備センター東北北海道整備局長
　(学識経験者　１名)
　　　　　　　　秋田大学　松冨英夫名誉教授

• ７月豪雨をはじめとした、激甚化、頻発化する水害を軽減させる総合的な治水対策「流域治
水」を計画的に推進するため、国・県・市などが一体となった協議の場として、新たに「雄
物川圏域流域治水協議会・下流圏域分科会」を設立した。

• 被災メカニズムの解明により、同規模程度の降雨で発生する浸水被害を軽減させるため、あ
らゆる関係者が協働して集中的に治水対策を行う「水災害対策プロジェクト」を策定した。
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(雄物川圏域流域治水協議会)下流圏域分科会の設立
雄物川下流圏域水災害対策プロジェクトより抜粋

11
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流域治水における下水道関連施策 雄物川下流圏域水災害対策プロジェクトより抜粋
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流域治水における下水道関連施策 雄物川下流圏域水災害対策プロジェクトより抜粋
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流域治水における下水道関連施策 雄物川下流圏域水災害対策プロジェクトより抜粋
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流域治水における下水道関連施策 雄物川下流圏域水災害対策プロジェクトより抜粋
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流域治水における下水道関連施策 雄物川下流圏域水災害対策プロジェクトより抜粋
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流域治水における下水道関連施策 雄物川下流圏域水災害対策プロジェクトより抜粋
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○秋田市土崎港北地区では、平成17年度から令和4年度までの降雨時（最高日最大156.0mm/日）に、
道路冠水や小学校敷地内および駅構内などが浸水し、県道の通行止12回、JR土崎駅の列車運休3回が発生。

○5年確率43㎜/hの計画降雨に対応するため、 「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」に係る予算を活用し、
雨水幹線等の整備工事を行い、浸水対策を実施。（令和３年度完成）

○令和５年７月14日から17日の大雨(日最大188.5mm/日（秋田観測所過去最大）)で効果を発揮し、土崎港北地区
での浸水被害は確認されず、県道の通行止やJRの列車運休も発生しなかった。

整備効果『土崎港北地区浸水対策』の概要と整備効果

雨水幹線等の整備により、令和5年7月14日からの大雨（日最
大188.5mm/日（秋田観測所過去最大））において、土崎港北
地区の浸水被害は発生しておらず、浸水対策の整備効果が得ら
れた。

新城川左岸3-1号幹線
整備期間 H25～R3
事業費 約28億円

浸水箇所

概 要

既設管(新城川へ)

県道の道路冠水 小学校敷地内冠水 駅周辺の道路冠水

156.0mm/日

H17～R4(整備前)

R5.7.15大雨(整備後)
188.5mm/日

12回

0回

浸水被害
を防止

日最大雨量(mm/日) 県道通行止(回)

整備効果

JR土崎駅列車運休(回)

0回

浸水被害
を防止

3回

浸水対策の整備効果

浸水被害状況

18

流域治水における下水道関連施策

【参考】新城川左岸3-1号幹線(R3完全供用)
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流域治水における下水道関連施策

秋田市内水浸水想定区域図(想定最大降雨150.0㎜/h)

リスク空白域の解消
（浸水想定区域図・ハザードマップ）

内水浸水想定区域図とは
・「想定最大規模の降雨」や「既往最大規模の降雨」に対して、内水による浸水が想定される区域や
浸水の深さを図面に表示したもの。
・避難方法等に関する情報を加えた内水ハザードマップのタネとなる。秋田市では既存の水害ハザー
ドマップとともに、ホームページ上で一部地域の内水浸水想定区域図を公表している。
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マンホールカード(竿燈)

平成28年４月から配布

マンホールカード(土崎港まつり)

平成３０年８月から配布
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ご清聴ありがとうございました
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